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特集：「人とのつながり」


東日本大震災の後、多くのボランティア活動や寄付・支援などが行われ


たことにより、“絆”という言葉がさかんに使われ、昨年の流行語にも選


ばれました。


一方で、高齢者などの「孤独死」、「孤立死」の事件がニュースに取り上げ


られています。高齢化が進み、『高齢社会白書　平成23年版』によると、


平成21（2009）年現在、高齢者のいる世帯は全体の４割、そのうち「単独」・


「夫婦のみ」世帯が過半数を占めています。今後も増加が見込まれ、一人


暮らしの高齢者でも男性の割合が増加することが予想されています。


また、高齢者に限らず、無縁社会の問題も指摘されています。


多様な家族構成でも、健康で生きがいをもって安心して暮らせる社会はどのようにしたら作れるのでしょうか。自分自身のライフスタイルを考えるうえでも、「人とのつながり」に目を向けてみませんか。


★図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001932663&CTG=1&RTN=01&SID=WrqLdtsr4cxSwsA&RTNPAGE=/search.shtml" ��ルポ子どもの無縁社会�』 石川結貴著　中央公論新社　2011.12


　親の複雑な事情や失業、不安定な労働といった社会的背景によって、ある日突然姿を消す子ども（居所不明児童生徒）は、1183人（2011


年５月１日現在）。この子たちは学校からも無縁となってしまう。こうした様々な子どもの実態を明らかにする。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001947759&CTG=1&RTN=01&SID=M!Hlbbw8iJBv2sh&RTNPAGE=/search.shtml" ��若者が無縁化する�－仕事・福祉・コミュニティでつなぐ－』宮本みち子著　筑摩書房　2012.2





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001950776&CTG=1&RTN=01&SID=oYTrt5hSkGzfnMI&RTNPAGE=/search.shtml" ��ひとりで死んでも孤独じゃない�－「自立死」先進国アメリカ－』矢部武著 新潮社　2012.2





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001578418&CTG=1&RTN=01&SID=564AqOc2OMnPmYI&RTNPAGE=/search.shtml" ��つながる�－信頼でつくる地域コミュニティ』 読売新聞生活情報部編


全国コミュニティライフサポートセンター　2008.9





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001864303&CTG=1&RTN=01&SID=kHi31hB2EO9z$w0&RTNPAGE=/search.shtml" ��コミュニティデザイン�－人がつながるしくみをつくる－』 山崎亮著　学芸出版社　2011.5


　　人とのつながりをデザインする著者が、これまでおこなってきたプロジェクトを紹介。地域の課題を地域の人たちが考え変えていく。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001926922&CTG=1&RTN=01&SID=8gNXwjAhFuOXhIb&RTNPAGE=/search.shtml" ��ソーシャル・キャピタル入門�－孤立から絆へ』 稲葉陽二著　中央公論新社　2011.11�「信頼」、お互い様という「互酬性の規範」、「絆」をソーシャル・キャピタル（社会関係資本）という。教育や健康等に大切な役割　　を果たしている社会関係資本をわかりやすくまとめる。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001898233&CTG=1&RTN=01&SID=1JiX94JK$ij9zXl&RTNPAGE=/search.shtml" ��おひとりさまの終活�－自分らしい老後と最後の準備－』中澤まゆみ著　三省堂　2011.9 �「就活」、「お金力」、「終の棲家」、「患者力」、「介護」、「見守り力」の情報を掲載。人生100年時代をたっぷり生きるために、知恵と情報を蓄えておくことが必要です。





★白書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001891101&CTG=1&RTN=01&SID=O1HtosNkQN2OvqJ&RTNPAGE=/search.shtml" ��高齢社会白書　平成２３年版�』内閣府編集　印刷通販　2011.7 


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001911204&CTG=1&RTN=01&SID=pQxslM1NzNRfGd6&RTNPAGE=/search.shtml" ��子ども白書－「子どもを大切にする国」をめざして－2011�』 日本子どもを守る会編　草土文化　2011.9





★関連するホームページ


「三島市地域福祉計画・地域福祉活動計画」（三島市）� HYPERLINK "http://www.city.mishima.shizuoka.jp/ipn009159.html" ��http://www.city.mishima.shizuoka.jp/ipn009159.html�
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図書館のしごと紹介


「相互貸借」





　　　


図書館では皆さんが本や雑誌を探すお手伝いをします。すべてではありませんが、本は数年経つと絶版になり、書店で手に入れることができなくなります。そのような場合、県内約130の図書館から取り寄せができます。


現在では各図書館の資料検索がホームページでできるようになっていま


す。本がどこにあるのか一館ずつ検索をしていくのではなく、静岡県横断


検索システム「おうだんくん」を使うと、県内にある本を一度にまとめて調べ


ることができます。職員用「おうだんくん」では各図書館に本の貸出の申し


込みもできます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申し込みのあった本は毎週、県立図書館にまとめられ、各図書館に発送


されます。当館では、他の図書館から年間、約1600冊の本を借り、


約1500冊の本を貸し出しています。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　探している本がある際は図書館にご相談ください。








＜回答＞　


　 　「静岡新聞」1991年2月17日付け（きりん、象）、2002年10月11日付け（きりん）。


「� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000619730&CTG=1&RTN=01&SID=lNN2PhgA7y9FwvC&RTNPAGE=/search.shtml" ��市民カレンダー�」1991年１月は象の写真と４行解説あり。


象｢ふじ子｣は1954年（昭和29年）3月から1990年（平成2年）12月まで楽寿園で飼育。


キリン「キリ雄」は1977年（昭和52年）11月に11か月で楽寿園に、1991年（平成3年）2月15日死亡、


｢たか子｣は1977年（昭和52年）７月に多摩動物園から１歳９か月で楽寿園に、2002年10月10日死亡。


＜調査方法＞


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001467447&CTG=1&RTN=01&SID=To8Hd$XMFuncdvw&RTNPAGE=/search.shtml" ��三島市立公園楽寿園パンフレット集�』『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000598093&CTG=1&RTN=01&SID=ZTu!Rkv1X0Bijdr&RTNPAGE=/search.shtml" ��楽寿園の自然と文化財�』


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000612092&CTG=1&RTN=01&SID=f9yk$nQzsJhZidM&RTNPAGE=/search.shtml" ��三島市誌�』等調べたが、記載なし。


データベースで静岡新聞の記事検索。「静岡新聞」何件かヒット。


日付を確認して、「静岡新聞」、「三島ニュース」、「広報みしま」


を調べる。


市民カレンダー（1979年）に写真があり。1991年１月は象の写真と


４行解説あり。





＜参考＞


「� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000597893&CTG=1&RTN=01&SID=ks4keoY0zJ0L!FH&RTNPAGE=/search.shtml" ��市民カレンダー�」　1967年（昭和42年）～1980年（昭和55年）のファイル


の1979年（昭和54年）〔市立楽寿園の四季〕8月に「ふじ子の夕涼み」と


題した写真あり。


1968年（昭和43年）〔子どものカレンダー原画コンクール作品〕の3月に象ときりんの絵画あり。


（＠ｏ＠）！　


図書館では、三島の地域の資料については、図書や雑誌だけではなく、パンフレットや市民カレンダーなど色々な形態の資料も収集しており、調べるときに活用しています。


行政で作成された様々な資料を、是非図書館に提供してください。








「レファレンス　サービス」とは？


司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査方法などの相談に応じるサービスです。





レファレンス事例　


楽寿園で以前飼育していたキリンと象についての資料を探している。




















※ご本人に了承を得て、掲載しています。





今月のピックアップ　ー新着資料から





伊豆が育んだ作家、井上靖の隠れた名作が文庫になりました。


「わが母の記」と題されたこの作品は、花の下・月の光・雪の面の各章で構成されています。詩情性豊かに静かな筆致で綴られ、井上文学の特徴である自伝的要素が多分に見られますが、主に少年期を描いた「しろばんば」などに比べてあまり知られていませんでした。


この作品が映画化され、現在上映中です。日本大学教授でもある原田眞人監督がメガホンを取り、伊豆の美しい風景の中で撮影されたこの映画は、モントリオール世界映画祭で審査員特別グランプリを受賞しています。


　実は、※原田組のスタッフが資料収集のため、三島市立図書館に来館しています。六十年ほど前に伊豆一帯で活躍していた移動図書館車の資料や写真など、とても熱心に調べていました。


　三島市立図書館での調査結果、映画のごく初めの場面に生かされています。是非、ご覧ください。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001960028&CTG=1&RTN=01&SID=facVUypAyxZgpHX&RTNPAGE=/search.shtml" ��わが母の記�』　　　　　井上　靖　著　　講談社


　　　　�

















図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�




















図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�























